
あくねあくねあくねあくね

市議会だより市議会だより市議会だより市議会だより
あくね

市議会だより

あくね

市議会だより

第
３
回
定
例
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
関
連
予
算
可
決

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
関
連
予
算
可
決･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

２２

市
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
設
置

市
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
設
置

児
童
・
生
徒
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
置

児
童
・
生
徒
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
置

議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
へ

議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
へ

学
校
規
模
適
正
化

学
校
規
模
適
正
化　　

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置･

･
･
･
･
･
･

･
･
･
･
･
･
･

２２

各
議
員
が
市
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

各
議
員
が
市
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）･･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

７７

ク
イ
ズ

ク
イ
ズfro

m
fro

m

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り ･

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

 ･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

1212

コスモスの言葉の起源
宇宙と同じ「Cosmos」
規則正しく並んだ花弁に
宇宙の「秩序」を連想させる

（脇本　国道389号沿い）

二次元コード

左の二次元コードをス

マートフォンなどで読み

取ると市議会のホーム

ページにリンクします。

令和２年11月18日発行（№209）
阿久根市議会

阿久根市議会
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コ
ロ
ナ
禍
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＊

化　

議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
へ

文部科学省のＧＩＧＡスクール構想では、１人１台端末と高速大容量の通信ネットワークを整備します（鶴川内中）

議会特別委員会で調査

タブレットを全児童・生徒へタブレットを全児童・生徒へ

補

正

予

算

補

正

予

算

一
般
会
計
予
算
は
、
こ
れ

ま
で
未
整
備
だ
っ
た
大
川
・

田
代
地
区
、
鶴
川
内
・
脇
本

地
区
の
一
部
な
ど
市
内
全
域

に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
敷
設

す
る
事
業
、
児
童
生
徒
１
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
置
、

議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
関
連
予
算

を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
国

の
特
別
定
額
給
付
金
の
基
準

日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児

へ
の
10
万
円
給
付
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
を
行
う
事
業
所
、

市
内
特
産
品
の
市
内
外
配
送

料
補
助
事
業
な
ど
を
可
決
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
計
７
億

６
２
０
０
万
円
余
を
追
加
し
、

一
般
会
計
予
算
は
総
額
１
６

０
億
４
１
５
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

（
４
Ｐ
参
照
）

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

Ｉ
：In

form
ation

Ｃ
：C

om
m
u
n
ication

Ｔ
：T

ech
n
ology

学
校
統
廃
合
問
題

学
校
統
廃
合
問
題

調
査
特
別
員
会
へ

調
査
特
別
員
会
へ

総
務
文
教
委
員
会
で
調
査

し
て
い
ま
し
た
学
校
規
模
適

正
化
は
、
教
育
委
員
会
か
ら

今
春
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
当
市
に
と
っ

て
重
要
な
案
件
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
議
長
を
除
く
全
議
員

か
ら
な
る
調
査
特
別
員
会
を

設
置
し
、
調
査
し
ま
す
。

（
５
Ｐ
参
照
）

条
　
例

条
　
例

脇
本
の
瀬
之
浦
農
村
公
園

を
都
市
公
園
と
し
て
管
理
す

る
た
め
、
同
公
園
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
し
ま
し
た
。

人
　
事

人
　
事

人
権
擁
護
委
員

河
野　

俊
一
さ
ん
（
71
）
再

髙
﨑　

良
二
さ
ん
（
54
）
再

農
業
委
員

園
田　

勇
一
さ
ん
（
48
）
新

定例会
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学校規模適正化方針は

９月

光ファイバーを市内全域光ファイバーを市内全域

阿久根市長　西平　良将　殿

阿久根市議会議長　　野畑　直

一般質問の答弁に関する申入書

御承知のとおり、一般質問は市の一般事務に関し、

広く市民の持つ疑問を正すなど、市民の福祉向上等

を図るための議会と市執行部との政策形成を議論す

る重要な機会であります。

本市議会では、市執行部の理解のもと、平成17年

第３回定例会から質問議員１人につき質問と答弁を

含め60分とする一問一答の運用を行ってきておりま

す。

しかし、１回目の市長の答弁に多くの時間を要し

た場合や、２回目以降の答弁において質問とは異な

る部分の説明に時間を要した場合、議員１人当たり

60分という時間制限があるため、すべての質問事項

について十分な議論ができないことが見受けられま

す。

よって、設けられた時間の中でより議論を深める

ため、執行部におかれては的確かつ簡潔明瞭に答弁

いただくよう申し入れます。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の

影
響
で
地
方
税
な
ど
の
財
源

の
激
減
が
避
け
が
た
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て

当
市
議
会
で
は
、
国
に
対
し

て
、
一
般
財
源
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
、
固
定
資
産
税
の

制
度
の
根
幹
に
影
響
す
る
見

直
し
は
行
わ
ず
、
特
例
措
置

は
期
限
付
き
と
す
る
こ
と
、

な
ど
の
要
望
を
意
見
書
と
し

て
提
出
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
地
方
税
財
源

コ
ロ
ナ
後
の
地
方
税
財
源

確
保
求
め
、
国
に
意
見
書

確
保
求
め
、
国
に
意
見
書

議
会
の
調
査
特
別
委
員
会

議
会
で
常
に
設
け
ら
れ
て

い
る
常
任
委
員
会
（
当
市
で
は

議
会
運
営･

総
務
文
教･

産
業

厚
生･

予
算･

広
報
広
聴
の
各

委
員
会
）
の
ほ
か
に
、
緊
急
的

ま
た
は
重
要
な
案
件
を
、特
別

に
調
査
す
る
目
的
で
設
置
す

る
委
員
会
。
直
近
で
は
当
市
で
、

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員

会
（
平
成
30
年
度
）
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
等
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
（
平
成
31
年

度
）
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。

一
般
質
問

議
員
が
市
政
全
般
に
関
し

て
、行
政
側
に
現
状
や
見
通
し

な
ど
を
聞
く
も
の
で
、
当
市
で

は
各
定
例
会
で
、
全
て
の
議
員

に
質
問
が
許
さ
れ
て
い
る
。
各

議
員
毎
の
時
間
は
、市
執
行
部

か
ら
の
答
弁
を
含
め
60
分
。

自
治
体
（
出
水
市･

長
島
町
な

ど
）
に
よ
っ
て
は
、
議
員
の
質

問
の
み
の
時
間
を
定
め
、
答
弁

の
時
間
は
含
ま
な
い
議
会
も

あ
る
。
一
般
質
問
を
行
う
議
員

は
事
前
に
質
問
内
容
を
市
執

行
部
に
通
告
す
る
。

議
会
の
基
礎
知
識

議
会
の
基
礎
知
識

市議会から市へ提出した申入書

議
会

市
へ
申
入
れ

議
会

市
へ
申
入
れ

当
議
会
は
、
定
例
議
会
に

お
い
て
、
議
員
の
一
般
質
問

に
対
し
て
、
市
長
、
市
執
行

部
の
答
弁
が
、
質
問
以
外
の

説
明
を
含
め
多
く
の
時
間
を

費
や
し
、
十
分
な
議
論
が
で

き
て
い
な
い
と
し
て
善
処
を

求
め
、
議
長
名
で
申
し
入
れ

ま
し
た
。

複式学級の授業風景（鶴川内小）

議会は作業部会を設置、タブレット導入方法の検討を始めました
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委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

予

算

委

員

会

濵
﨑　

國
治　

委
員
長

補正予算

（第５号）

原案可決

賛成多数

※
委
員
会
と
本
会
議
の
審
査

結
果
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
を
９
月

11
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

委
員　

大
川
の
基
地
局
ま
で

は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
通
す
が
、

そ
の
先
は
無
線
で
対
応
す
る

の
か
。

課
長　

今
回
の
整
備
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
が
敷
設
さ
れ
て

い
な
い
区
域
に
お
い
て
、
固

定
回
線
と
し
て
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
整
備
す
る
も
の
。

委
員　

事
業
の
財
源
３
億
６

４
０
０
万
円
の
内
、
市
の
負

担
は
市
債
２
５
０
０
万
円
か
。

課
長　

高
度
無
線
助
成
１
億

80
万
円
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
１
億
２
０
０
０
万
円
、

市
債
２
５
２
０
万
円
、
一
般

財
源
１
億
１
８
０
０
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。

災
害
対
策

委
員　

災
害
時
の
避
難
所
用

と
し
て
、
テ
ン
ト
と
蓄
電
池

を
購
入
予
定
で
あ
る
が
、
ど

こ
に
配
置
す
る
の
か
。

課
長　

蓄
電
池
は
、
停
電
時

で
も
換
気
に
必
要
な
扇
風
機

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電

そ
の
他
照
明
用
と
し
て
活
用

し
、
７
箇
所
の
避
難
所
と
総

合
体
育
館
に
配
置
す
る
。

特
産
品
の
送
料
の
補
助

委
員　

特
産
品
等
流
通
促
進

補
助
１
０
０
０
万
円
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
多
く
の
行
事
が
で
き
ず
、

特
産
品
が
売
れ
て
い
な
い
状

況
に
対
し
、
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
の
新
し
い
事
業
か
。

課
長　

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
と
な
り
、
先
の
開
催
も
見

通
せ
な
い
中
、
今
後
も
特
産

品
販
売
業
者
の
経
営
に
大
き

な
影
響
が
出
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
お
歳
暮
時
期
に
合

わ
せ
配
送
料
を
補
助
す
る
事

業
を
計
画
し
た
。

委
員　

配
送
料
の
補
助
事
業

は
、
11
月
15
日
か
ら
12
月
31

日
の
配
送
料
の
補
助
と
の
こ

と
だ
が
、
本
市
の
事
業
者
が

取
引
先
か
ら
受
注
し
て
出
荷

す
る
場
合
や
市
外
の
個
人
か

ら
の
注
文
の
場
合
の
配
送
料

も
補
助
対
象
に
な
る
の
か
。

課
長　

個
人
が
市
内
の
事
業

所
で
購
入
し
た
特
産
品
等
を
、

市
内
外
に
配
送
す
る
場
合
の

配
送
料
の
全
額
を
補
助
す
る
。

委
員　

補
助
対
象
と
な
る
特

産
品
の
定
義
と
は
。

課
長　

市
内
で
生
産
、
捕
獲
、

製
造
さ
れ
る
農
林
水
産
物
、

こ
れ
ら
の
加
工
品
、
日
用
品
、

美
術
品
、
そ
の
他
の
工
芸
品

で
あ
る
。

委
員　

特
産
品
代
は
購
入
者

が
払
う
が
、
配
送
料
は
事
業

者
が
払
っ
て
、
事
業
者
が
市

の
方
に
送
料
の
伝
票
を
回
せ

ば
市
が
配
送
料
を
負
担
す
る

の
か
。

課
長　

事
業
者
が
配
送
料
を

立
替
え
た
後
に
、
配
送
料
は

事
業
者
が
市
の
方
に
補
助
申

請
す
る
方
法
で
あ
る
。

教
育
の
振
興

委
員　

小
学
校
費
で
１
人
１

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
や
付

随
す
る
装
置
の
費
用
に
約
６

０
２
０
万
円
が
計
上
し
て
あ

る
。
国
か
ら
の
補
助
金
の
状

況
は
。

課
長　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
１
台

４
万
５
０
０
０
円
を
上
限
と

す
る
補
助
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
整
備
が
２
分
の
１
の
補

助
、
残
り
の
部
分
に
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
の
臨
時
交
付
金
を

充
て
る
。

委
員　

児
童
生
徒
は
年
々
少

な
く
な
っ
て
い
く
。
定
員
分

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
購
入
す
る

に
し
て
も
残
り
の
減
少
す
る

児
童
生
徒
の
分
は
、
リ
ー
ス

や
レ
ン
タ
ル
の
方
が
効
率
は

良
い
の
で
は
。

課
長　

今
回
は
購
入
の
形
で

あ
る
が
、
今
後
は
年
次
的
に

更
新
が
良
い
か
、
リ
ー
ス
、

レ
ン
タ
ル
の
方
が
良
い
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

委
員　

図
書
館
蔵
書
管
理
シ

ス
テ
ム
導
入
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
シ
ス
テ
ム
の
内

容
は
。

課
長　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
中

で
蔵
書
の
情
報
と
貸
出
の
状

況
等
が
見
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
読
み
た
い
本
、
調

べ
た
い
本
を
検
索
し
図
書
館

で
借
り
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

特産品を市内外に送る場合、配送料を全額補助します

期間は11月15日～ 12月31日

（写真は特産品の一部）

タブレット端末を利用した授業風景

（折多小）
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総
務
文
教
委
員
会

濵
田　

洋
一　

委
員
長

産
業
厚
生
委
員
会

岩
﨑　

健
二　

委
員
長

解体工事請負

契約の締結

原案可決

全会一致

不動下線

市道路線の認定

原案可決

全会一致

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員　

特
記
仕
様
書
の
策
定

は
財
政
課
、
そ
れ
と
も
都
市

建
設
課
が
し
て
い
る
の
か
。

課
長　

今
回
の
特
記
仕
様
書

は
解
体
を
設
計
し
た
業
者
が

作
成
し
て
い
る
。

委
員　

産
業
廃
棄
物
の
処
分

に
つ
い
て
の
記
載
は
あ
る
か
。

課
長　

下
請
け
工
事
に
係
る

管
内
、
市
内
建
設
業
者
の
優

先
使
用
と
い
う
項
目
が
あ
り
、

請
負
業
者
は
工
事
の
一
部
を

下
請
け
に
付
す
る
場
合
は
市

内
、
管
内
に
主
た
る
営
業
所

を
有
す
る
者
を
使
用
す
る
よ

う
努
め
る
と
記
載
し
て
い
る
。

委
員　

努
め
る
と
あ
る
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
の
処
分

な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
市
内
の
処
分

場
を
使
用
す
る
よ
う
に
と
は

で
き
な
い
の
か
。

課
長　

平
成
31
年
度
の
設
計

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員　

写
真
資
料
を
見
る
と

立
ち
退
き
に
な
り
そ
う
な
家

が
１
軒
あ
る
が
。

課
長　

建
物
は
倉
庫
で
あ
り
、

既
に
移
転
補
償
に
よ
り
立
ち

退
き
い
た
だ
い
て
い
る
。

委
員　

幅
員
が
2.9
ｍ
か
ら
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
道
認
定

基
準
で
は
４
ｍ
以
上
と
決

ま
っ
て
い
る
。
都
合
に
よ
り

４
ｍ
な
い
箇
所
も
、
今
後
、

所
管
事
務
調
査
報
告

（
学
校
規
模
適
正
化
）

本
年
５
月
に
市
教
育
委
員

会
か
ら
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、

議
会
に
学
校
規
模
適
正
化
調

査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
調

査
を
特
別
委
員
会
に
移
行
し
、

本
委
員
会
で
の
調
査
を
終
了

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
委
員
会
で
調

査
し
た
概
要
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

令
和
元
年
９
月

教
育
総
務
課
へ
の
質
疑

委
員　

保
護
者
の
考
え
や
、

子
供
た
ち
の
将
来
を
見
据
え

た
学
校
の
在
り
方
が
一
番
大

事
だ
と
思
う
が
。

課
長　

児
童
・
生
徒
、
保
護

者
の
意
見
を
大
切
に
と
考
え
、

特
に
小
規
模
校
の
保
護
者
の

意
見
を
伺
う
機
会
を
設
け
た
。

そ
こ
で
は
、
小
規
模
校
な
ら

で
は
の
良
さ
が
あ
る
と
の
意

見
も
あ
れ
ば
、
一
定
規
模
の

学
校
で
勉
強
や
部
活
動
を
さ

せ
た
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
。
各
意
見
を
踏
ま
え
、
協

議
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
２
年
１
月

薩
摩
川
内
市
を
調
査

川
内
市
担
当
者　

平
成
22
年

に
第
１
次
小
・
中
学
校
再
編

等
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策

定
し
、
そ
の
後
、
再
編
対
象

の
中
学
校
単
位
で
説
明
会
を

開
催
。
再
編
の
可
否
、
意
見
・

要
望
を
受
付
け
、
再
編
協
議

会
で
協
議
し
、
関
係
条
例
を

議
会
へ
提
案
し
た
。

委
員　

反
対
意
見
や
抵
抗
は

な
か
っ
た
か
。

川
内
市
担
当
者　

そ
う
い
う

地
域
も
あ
っ
た
が
、
子
供
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
丁

寧
に
説
明
し
た
。

委
員　

再
編
後
の
課
題
は
。

川
内
市
担
当
者　

課
題
は
特

に
な
い
。
む
し
ろ
集
団
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
子
供
た
ち
の
選
択
肢
が

増
え
た
。
ま
た
、
学
習
面
で

は
、
保
護
者
を
含
め
、
数
十

人
の
中
で
の
成
績
状
況
が
把

握
で
き
る
な
ど
の
効
果
が
あ

る
。

分
よ
り
努
力
義
務
と
い
う
観

点
か
ら
、
市
内
発
注
の
建
設

工
事
の
み
を
対
象
と
し
て
、

市
内
事
業
者
の
優
先
活
用
を

醸
成
す
る
形
で
進
め
て
い
る
。

委
員　

強
制
は
で
き
な
い
か

ら
優
先
的
に
と
い
う
こ
と
は

分
か
る
が
、
こ
の
よ
う
な
大

型
物
件
は
特
に
、
市
内
事
業

者
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

課
長　

今
後
、
大
型
工
事
が

あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ
く

市
内
事
業
者
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
要
請
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

委
員　

お
願
い
は
で
き
る
と

思
う
が
、
そ
れ
に
従
っ
た
場

合
、
従
わ
な
か
っ
た
場
合
の

確
認
は
さ
れ
る
の
か
。

課
長　

最
終
的
に
施
工
管
理

体
制
は
施
工
業
者
の
話
に
な

る
の
で
、
我
々
の
ほ
う
で
は

回
答
で
き
な
い
。

委
員　

施
工
業
者
が
決
め
る

前
に
報
告
し
て
も
ら
い
、
そ

の
上
、
要
望
・
要
求
に
応
え

た
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、

し
っ
か
り
記
録
し
な
い
と
い

け
な
い
。
文
書
で
の
報
告
を

求
め
て
欲
し
い
。

課
長　

そ
の
件
に
関
し
て
は
、

少
し
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

市
道
に
認
定
す
る
と
理
解
し

て
よ
い
の
か
。

課
長　

こ
こ
は
元
々
2.9
ｍ
で

市
道
認
定
さ
れ
て
お
り
、
新

た
に
市
道
認
定
す
る
場
合
は

４
ｍ
以
上
が
必
要
で
あ
る
。

委
員　

市
道
認
定
基
準
第
２

条
に
、
「
特
に
重
要
と
認
め

る
路
線
で
前
条
の
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
に
改
良
、
ま
た

は
新
設
の
見
込
み
が
あ
る
路

線
は
市
道
に
認
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
あ
る
が
、
現

在
は
幅
員
が
な
く
と
も
、
事

業
採
択
さ
れ
れ
ば
、
市
が
拡

幅
工
事
を
行
う
と
い
う
こ
と

か
。

課
長　

拡
幅
す
る
場
合
は
用

地
の
購
入
等
が
必
要
に
な
る

が
、
そ
う
い
う
問
題
が
ク
リ

ア
で
き
れ
ば
、
認
定
基
準
に

則
り
、
事
業
を
進
め
て
い
く
。

不動下線道路改良工事の様子

（波留区）
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令和２年第３回定例会　議案・審議・議決結果

議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

竹
之
内
和
満

川
上　

洋
一

濱
門　

明
典

白
石　

純
一

濵
田　

洋
一

竹
原　

信
一

濵
﨑　

國
治

中
面　

幸
人

牟
田　
　

学

岩
﨑　

健
二

木
下　

孝
行

濵
之
上
大
成

山
田　
　

勝

仮
屋
園
一
徳

野
畑　
　

直

議59
議60

人権擁護委員の候補者の推薦 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ - 同意

議61 農業委員会の委員の任命 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 同意

議62 市道路線の変更 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議63
旧国民宿舎及び旧老人福祉センター解体工事請負契約
の締結

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議64 阿久根市農村公園の設置及び管理に関する条例の廃止 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議65 令和２年度阿久根市一般会計補正予算（第５号） ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議66
令和２年度阿久根市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議67 令和２年度阿久根市水道事業会計補正予算（第１号） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議68
令和元年度阿久根市水道事業会計未処分利益剰余金の
処分について

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

決１ 学校規模適正化調査特別委員会の設置に関する決議 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

意２
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ - 採択

【表の見方】　議：議案　決：決議　意：意見書　＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし
○野畑直議員は議長職のため特別多数議決を除く議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

～　討　　論　～
議
案
第
65
号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

意
見
書
第
２
号

反
対 

竹
原　

信
一
議
員

予
算
の
組
替
え
は
知
恵
だ

と
は
思
う
が
、
過
剰
な
買
い

物
を
し
て
維
持
費
の
こ
と
を

考
え
て
い
な
い
。
国
と
自
治

体
は
対
等
で
、
国
は
地
方
に

命
令
で
き
な
い
と
い
う
地
方

分
権
一
括
法
の
考
え
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
。
国
は
責
任

を
取
ら
な
い
の
で
、
私
た
ち

は
い
っ
そ
う
し
っ
か
り
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

反
対 

竹
原　

信
一
議
員

意
見
書
は
臨
時
財
政
対
策

債
の
縮
減
と
償
還
財
源
の
確

保
を
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ

は
交
付
税
を
減
ら
し
て
く
れ

と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
国
が
財
源
確
保
に
行

う
の
は
増
税
で
あ
り
、
財
源

確
保
の
要
求
は
さ
ら
な
る
増

税
に
つ
な
が
る
。

市
議
会
は
そ
も
そ
も
の
仕

組
み
も
、
増
税
が
経
済
を
衰

退
さ
せ
て
い
る
現
実
も
分

か
っ
て
い
な
い
と
笑
わ
れ
る

に
違
い
な
い
。

☆

二
次
元
コ
ー
ド
で
の
ア
ク
セ
ス
方
法

①　

ま
ず
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を

起
動
し
ま
す
。

Android（ｱﾝﾄﾞﾛｲﾄﾞ）

iPhone（ｱｲﾌｫﾝ）

②　

カ
メ
ラ
が
起
動
し
ま
す
の
で
、
次
（
写
真
左
）
の

よ
う
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
か
ざ
し
ま
す
。

③　

読
み
取
り
が
完
了
し
ま
す
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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動画視聴

⬅

白
石　

市
事
業
の
商
品
券
・

食
事
券
取
扱
い
の
い
ず
れ
も
、

商
工
会
議
所
等
の
組
織
会
員

に
限
定
す
る
の
は
、
県
内
で

当
市
だ
け
。
行
政
の
公
平
性

に
も
と
る
差
別
だ
。

市
長　

当
市
の
状
況
で
は
、

こ
れ
が
一
番
と
判
断
し
た
。

移
住
政
策
と
学
校
統
廃
合
は

白
石　

コ
ロ
ナ
禍
で
都
会
か

ら
移
住
気
運
高
ま
る
中
、
緊

急
的
移
住
促
進
策
の
考
え
は
。

市
長　

ま
ず
は
通
信
イ
ン
フ

ラ
な
ど
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
重
要
。

白
石　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

は
当
た
り
前
で
、
非
常
に
消

極
的
。
学
校
統
廃
合
方
針
は

市
長
も
支
持
し
て
い
る
か
。

市
長　

承
諾
し
て
い
る
。

白
石　

５
年
前
の
議
会
で
は

小
規
模
校
の
良
さ
を
強
調
し

た
が
、
考
え
が
変
わ
っ
た
か
。

市
長　

学
校
の
適
正
化
に
踏

み
込
む
時
期
に
来
て
い
る
。

白
石　

方
針
を
押
付
け
と
感

じ
る
方
も
。
市
民
か
ら
主
体

的
に
市
教
育
モ
デ
ル
を
作
る

べ
き
。
適
正
化
協
議
会
12
人

中
７
人
が
行
政
関
係
者
。
同

会
で
阿
小
除
く
統
合
校
区
住

民
、
方
針
で
解
消
に
重
き
を

置
く
複
式
学
級
経
験
者
は
。

教
育
長　

統
合
校
区
住
民
は

１
名
。
複
式
経
験
の
視
点
で

は
選
ん
で
い
な
い
。

白
石　

自
身
の
複
式
経
験
は
。

教
育
長　

そ
の
経
験
は
な
い

が
、
十
分
に
理
解
し
て
い
る
。

知
事
の
原
発
県
民
投
票
は

白
石　

知
事
の
、
川
内
原
発

延
長
県
民
投
票
へ
の
評
価
は
。

市
長　

状
況
を
見
守
り
た
い
。

答当市状況ではこれが一番

問組織会員に限定　当市だけ

白石　純一　議員

商

品

券

事

業

商

品

券

事

業

資料：白石調査

コロナ対策商品券・食事券の市事業で、取扱い事業所

の組織会員限定は阿久根市だけ。困窮対策事業で特定

組織会員限定は、公平性の観点から問題では

一 般 質 問一 般 質 問

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
８
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

※　

写
真
は
マ
ス
ク
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
質

問
は
マ
ス
ク
着
用
で
行
い
ま
し
た
。

１　

白
石　

純
一　

議
員
「
商
品
券
事
業
」

２　

川
上　

洋
一　

議
員
「
漁
業
後
継
者
」

３　

濱
門　

明
典　

議
員
「
市
道
の
整
備
」

４　

竹
原　

信
一　

議
員
「
正
規
職
員
数
」

５　

竹
之
内
和
満　

議
員
「
学
校
統
廃
合
」

６　

濵
﨑　

國
治　

議
員
「
学
校
の
統
廃
合
」

７　

山
田　

勝　
　

議
員
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

８　

中
面　

幸
人　

議
員
「
支
援
相
談
室
を
」

掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が

行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と

答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、
質
問
者
が
ま
と
め
、
広
報
広

聴
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

各議員が市政を問う各議員が市政を問う

一
般
質
問
動
画
の
視
聴
に
つ
い
て

議
員
写
真
の
左
下
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般

質
問
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
の
際
は
デ
ー
タ
通
信
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。
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エンジンの修理代も補助してほしい

川
上　

阿
久
根
市
漁
業
後
継

者
就
業
支
援
事
業
終
了
後
の

独
立
支
援
策
は
な
い
か
。

市
長　

県
漁
連
が
実
施
す
る

濱
門　

市
民
の
生
活
道
路
で

あ
る
市
道
は
、
十
分
整
備
さ

れ
て
い
る
と
思
う
か
。

市
長　

市
道
６
４
９
路
線
、

答必要な支援策を検討

答適切に実施している

問支援策の充実を

問十分になされているか

川上　洋一　議員

濱門　明典　議員

漁

業

後

継

者

漁

業

後

継

者

市

道

の

整

備

市

道

の

整

備

各
種
制
度
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
後
継
者
の
独
り
立
ち

を
支
援
す
る
。

漁
船
修
理
に
対
す
る
補
助
制

度
創
設
を

川
上　

出
水
市
水
産
業
活
性

化
推
進
事
業
補
助
金
と
同
じ

補
助
制
度
の
創
設
は
で
き
な

い
か
。

市
長　

国
の
補
助
制
度
で
は

修
理
は
補
助
の
対
象
外
と
さ

れ
、
エ
ン
ジ
ン
や
漁
労
機
器

等
の
新
規
購
入
に
対
し
て
、

補
助
割
合
２
分
の
１
で
上
限

２
千
万
円
と
い
う
有
利
な
制

度
を
活
用
で
き
る
。
少
額
で

修
理
等
を
行
う
漁
業
者
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
必
要
な
支
援
を
検
討

す
る
。

川
上　

漁
業
者
は
修
理
代
を

捻
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

水
産
林
務
課
長　

今
後
ど
の

よ
う
な
内
容
・
規
模
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
か
把
握
し
な
が
ら
、

必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

瀬
物
の
活
用
策
は

川
上　

近
年
、
近
海
で
ハ
タ

系
の
魚
が
よ
く
釣
れ
る
。
ハ

タ
鍋
祭
り
な
ど
、
瀬
物
を
提

供
す
る
策
は
な
い
か
。

市
長　

食
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
機
会
と
し
て
、
ま
ず

は
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
提
供
が
可
能
か
、
関
係
機

関
と
検
討
す
る
。

延
長
約
３
８
７
㎞
を
約
２
億

２
５
０
０
万
円
の
予
算
で
、

事
業
実
施
の
優
先
順
位
を
決

め
、
適
切
に
実
施
し
て
い
る
。

濱
門　

７
月
６
日
豪
雨
後
の

崩
土
除
去
作
業
と
は
言
え
、

川
に
土
砂
を
捨
て
る
行
為
は

い
か
が
な
も
の
か
。
こ
の
土

砂
が
下
流
の
寄
り
洲
と
な
り
、

さ
ら
な
る
被
害
に
な
る
と
思

わ
な
い
か
。

市
長　

重
機
を
借
上
げ
て
の

土
砂
等
除
去
作
業
を
12
件
、

道
路
維
持
作
業
班
に
よ
る
土

砂
等
除
去
作
業
を
33
件
行
っ

た
。
交
通
の
確
保
を
一
刻
も

早
く
行
う
た
め
、
一
時
的
に

道
路
の
法
面
な
ど
に
仮
置
き

し
た
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
順

次
、
適
切
に
処
分
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
報

酬
削
減
を

濱
門　

熊
本
市
長
は
ボ
ー
ナ

ス
の
返
上
、
薩
摩
川
内
市
長
・

副
市
長
・
教
育
長
は
減
額
を

実
行
さ
れ
て
い
る
。
我
々
阿

久
根
市
議
会
も
市
民
と
共
に

苦
境
を
乗
り
越
え
て
行
く
た

め
削
減
し
、
福
祉
に
回
し
て

弱
者
を
救
う
べ
き
。

市
長　

県
内
の
他
自
治
体
の

事
例
は
承
知
し
て
い
る
。
市

内
経
済
の
回
復
に
向
け
た
対

応
を
最
優
先
に
行
い
、
私
を

は
じ
め
、
特
別
職
の
給
料
は

慎
重
に
判
断
し
た
い
。
議
員

報
酬
の
減
額
に
つ
い
て
は
議

会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
べ

き
事
柄
で
あ
り
、
私
か
ら
の

答
弁
は
控
え
る
。

豪雨後の市道本之牟礼線

川の斜面に落とされた流竹木
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竹
之
内　

何
を
基
準
に
統
廃

合
を
行
な
う
の
か
。

教
育
長　

小
学
校
は
２
年
以

上
複
式
学
級
が
続
く
学
校
、

中
学
校
は
６
学
級
以
下
が
２

年
以
上
続
く
学
校
と
し
た
。

竹
之
内　

適
正
規
模
の
阿
久

根
小
が
廃
校
に
な
り
新
学
校

に
移
行
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
長　

学
校
規
模
の
大
小

に
捉
わ
れ
な
い
対
等
の
統
合

の
ほ
う
が
よ
い
か
と
考
え
た
。

竹
原　

正
規
職
員
を
ど
こ
ま

で
増
や
す
つ
も
り
か
。

市
長　

会
計
年
度
任
用
、
中

途
退
職
も
あ
る
中
、
現
在
、

適
正
数
は
持
っ
て
い
な
い
が
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
無

い
よ
う
、
人
員
を
確
保
す
る
。

竹
原　

来
年
の
正
規
職
員
数

は
何
人
に
な
る
か
。

総
務
課
長　

現
時
点
で
確
定

し
な
い
定
年
再
任
用
数
等
に

よ
り
、
採
用
数
を
決
定
す
る
。

竹
之
内　

規
模
の
大
き
い
学

校
の
集
団
生
活
に
馴
染
め
ず
、

学
区
を
超
え
、
特
認
校
の
小

さ
な
学
校
に
行
く
子
供
達
の

フ
ォ
ロ
ー
は
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

担
任
を
中
心
に
、

学
年
全
体
、
養
護
教
諭
な
ど

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。

竹
之
内　

新
小
学
校
で
は
華

の
五
十
歳
組
の
開
催
が
難
し

く
な
る
の
で
は
。

教
育
長　

本
市
の
良
き
伝
統

と
し
て
今
後
も
引
き
継
い
で

い
け
る
よ
う
、
関
係
者
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

観
光
連
盟
解
散
後
の
組
織
の

現
況
に
つ
い
て

宅
地
課
税　

解
釈
違
い
で
は

竹
原　

市
役
所
は
用
途
が
判

明
し
な
い
う
ち
は
宅
地
認
定

し
た
ま
ま
で
構
わ
な
い
と
い

う
解
釈
で
解
体
後
も
５
年
間

の
宅
地
課
税
を
し
て
き
た
。

間
違
い
を
認
め
て
、
謝
罪
と

差
額
の
返
還
を
し
な
い
の
か
。

市
長　

建
物
に
供
さ
れ
る
事

が
明
ら
か
な
場
合
、
宅
地
と

し
て
認
定
し
て
も
構
わ
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
調
査
依
頼

あ
っ
た
も
の
等
は
、
現
況
と

乖
離
し
な
い
よ
う
実
地
調
査

を
進
め
る
。

竹
原　

明
ら
か
に
家
が
建
っ

て
い
る
か
建
つ
条
件
に
な
っ

て
い
る
場
合
以
外
は
雑
種
地

竹
之
内　

阿
久
根
市
観
光
連

盟
が
解
散
し
た
理
由
は
。

市
長　

観
光
ま
ち
づ
く
り
戦

略
に
お
い
て
新
た
な
観
光
推

進
組
織
の
設
立
の
提
言
が
な

さ
れ
た
。

竹
之
内　

ま
ち
の
灯
台
阿
久

根
は
、
株
式
会
社
で
あ
り
な

が
ら
補
助
金
等
が
交
付
さ
れ

て
お
り
、
自
立
で
き
て
い
な

い
の
で
は
。

市
長　

経
営
状
況
が
早
期
か

つ
円
滑
に
健
全
化
さ
れ
、
本

市
の
観
光
推
進
組
織
と
し
て

確
立
す
る
た
め
の
時
限
的
な

支
援
で
あ
る
。

で
あ
る
。
理
解
で
き
な
い
か
。

税
務
課
長　

こ
ち
ら
と
し
て

は
不
適
切
な
課
税
を
し
て
い

る
と
い
う
事
で
は
な
い
。

コ
ロ
ナ　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
は

竹
原　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性

に
な
っ
た
ら
ど
の
よ
う
な
扱

い
を
受
け
る
の
か
。

健
康
増
進
課
長　

入
院
か
県

指
定
の
施
設
、
も
し
く
は
自

宅
で
の
療
養
に
な
る
。
療
養

期
間
解
除
ま
で
は
、
外
出
及

び
面
会
は
で
き
な
い
。

答複式学級の解消を図る

答適正数流動も　人員は確保

問何を基準にした統廃合か

問どこまで増やすのか

竹之内　和満　議員

竹原　信一　議員

学

校

統

廃

合

学

校

統

廃

合

正

規

職

員

数

正

規

職

員

数

教育委員会の学校規模適正化の方針では、廃校

となり、新小学校に移行される計画の「阿久根

小学校」

211

平成25年度と比較して、
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新しい小学校の候補地である旧阿久根高校跡地

その解体費用は２～３億円と見込まれている

濵
﨑　

基
本
方
針
で
は
旧
阿

久
根
高
校
跡
地
が
新
し
い
小

学
校
の
候
補
地
で
、
多
額
の

財
源
も
必
要
で
あ
る
。
市
全

山
田　

ふ
る
さ
と
納
税
額
の

推
移
と
返
礼
品
に
よ
る
市
経

済
へ
の
波
及
効
果
は
。

市
長　

納
税
額
は
平
成
27
年

答関係各課とも連携し対応

答特産品のＰＲや産業振興

問教育委員会だけの方針か

問その波及効果は

濵﨑　國治　議員

山田　勝　議員

学
校
の
統
廃
合

学
校
の
統
廃
合

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

体
の
課
題
と
し
て
全
庁
的
に

取
り
組
む
必
要
は
な
い
か
。

市
長　

跡
地
の
県
と
の
調
整

や
、
児
童
ク
ラ
ブ
、
取
付
道

路
な
ど
、
関
係
各
課
と
も
連

携
し
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

濵
﨑　

教
育
委
員
会
か
ら
市

長
へ
報
告
し
た
基
本
方
針
は
、

本
市
の
重
要
な
課
題
で
あ
る

が
、
総
合
教
育
会
議
で
協
議

す
る
必
要
は
な
か
っ
た
か
。

市
長　

会
議
は
開
催
し
て
い

な
い
が
、
説
明
を
受
け
承
諾

し
た
。
地
域
住
民
等
へ
の
説

明
会
の
意
見
を
集
約
し
た
段

階
で
、
全
庁
的
な
調
整
を
図

る
た
め
会
議
の
開
催
を
検
討

し
た
い
。

濵
﨑　

重
要
な
教
育
政
策
は

会
議
で
市
長
と
教
育
委
員
会

が
協
議
し
、
公
開
す
る
よ
う

に
規
定
し
て
い
る
。
住
民
等

へ
の
説
明
を
す
る
前
に
開
催

す
べ
き
で
な
か
っ
た
か
。

教
育
長　

よ
り
丁
寧
な
対
応

と
し
て
は
、
会
議
の
協
議
事

項
と
し
て
市
長
や
関
係
部
局

と
検
討
す
べ
き
内
容
だ
っ
た
。

濵
﨑　

新
小
学
校
を
旧
阿
久

根
高
校
跡
に
新
設
す
る
方
針

で
あ
る
が
、
校
舎
の
解
体
費

は
ど
の
程
度
を
見
込
む
か
。

教
育
総
務
課
長　

設
計
し
て

い
な
い
が
、
約
２
億
円
か
ら

３
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

濵
﨑　

小
中
学
校
を
整
備
し

た
場
合
の
整
備
費
用
は
ど
の

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

小
学
校
及

び
中
学
校
を
新
設
す
る
場
合

は
約
54
億
円
、
国
の
負
担
金

を
除
い
た
市
の
負
担
は
約
27

億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

度
の
２
５
４
３
万
円
余
り
か

ら
始
ま
り
、
令
和
元
年
度
が

２
億
１
０
９
０
万
円
余
り
の

実
績
額
。
特
に
令
和
元
年
度

は
対
前
年
比
２
倍
以
上
と
な

り
、
財
源
確
保
の
大
き
な
役

割
を
担
い
、
多
く
の
特
産
品

が
全
国
に
届
け
ら
れ
、
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
と
産
業
振
興
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

山
田　

返
礼
品
は
新
し
い
生

産
物
の
発
見
に
も
つ
な
が
る

の
だ
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

今
後
も
現
場
に
積
極

的
に
足
を
運
び
、
地
域
の
産

品
を
掘
り
起
こ
し
、
特
産
品

と
し
て
育
て
返
礼
品
と
し
て

活
用
し
、
産
業
振
興
・
雇
用

創
出
に
つ
な
げ
た
い
。

山
田　

納
税
額
が
10
億
あ
っ

た
ら
も
っ
と
特
色
あ
る
市
政

が
で
き
る
。
都
城
市
は
肉
で

実
績
を
上
げ
て
い
る
が
、
ス

タ
ー
ゼ
ン
の
協
力
は
得
ら
れ

な
い
の
か
。

市
長　

地
元
産
の
牛
で
な
け

れ
ば
趣
旨
に
反
す
る
と
考
え

て
い
た
が
、
市
に
立
地
す
る

工
場
で
加
工
さ
れ
た
商
品
と

し
て
、
近
い
う
ち
追
加
す
る

予
定
で
あ
る
。

外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て

山
田　

市
で
把
握
す
る
シ
ス

テ
ム
は
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

様
々
な
機
関
を
通
じ

て
各
事
業
所
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
を
統
一
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
派
遣

先
の
事
業
所
は
把
握
し
て
い

る
の
で
、
現
状
の
集
約
等
は

可
能
と
考
え
る
。

ふるさと納税の返礼品のひとつ、阿久根特産の

みかん
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中
面　

国
・
県
ま
た
は
独
自

の
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

き
た
が
、
本
当
に
困
っ
て
い

る
人
の
取
り
残
し
は
な
い
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
市
民
の

方
々
の
生
計
支
援
を
通
じ
て

市
内
消
費
を
喚
起
し
、
業
種

を
問
わ
ず
広
く
市
内
経
済
の

活
性
化
に
努
め
て
き
た
。
今

後
も
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
取
組
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

中
面　

事
業
者
だ
け
で
は
な

く
、
コ
ロ
ナ
で
困
っ
て
い
る

市
民
一
人
ひ
と
り
へ
の
長
期

的
、
持
続
的
な
支
援
の
た
め
、

全
体
を
ま
と
め
た
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

現
在
、
感
染
症
の
予

防
に
関
す
る
こ
と
は
対
策
本

部
会
議
で
、
商
工
分
野
に
お

い
て
は
、
商
工
観
光
課
を
窓

口
と
し
て
様
々
な
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
一

元
化
す
る
ア
イ
デ
ア
は
今
は

な
い
が
、
き
め
細
か
な
対
応

を
し
て
い
く
た
め
に
、
庁
内

で
協
議
し
た
い
と
考
え
る
。

中
面　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
今
後
、

国
か
ら
の
交
付
金
等
が
減
額

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、

市
の
今
後
の
事
業
の
見
直
し

は
必
要
な
い
か
。

市
長　

国
の
方
針
が
あ
る
程

度
見
え
て
く
る
段
階
で
、
関

係
各
課
で
協
議
し
て
い
く
。

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て

中
面　

今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
問
う
。

教
育
長　

保
護
者
や
各
校
区

の
地
域
の
方
々
へ
の
説
明
会

を
継
続
し
、
丁
寧
に
説
明
を

行
い
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答きめ細やかな対応を協議

問総合的相談窓口の開設を

中面　幸人　議員

コ

ロ

ナ

支

援

コ

ロ

ナ

支

援

手洗い・うがいや３密対策で新型コロナ感染

対策を

208号に寄せられた、皆さまの貴重なご意見を紹介します。208号に寄せられた、皆さまの貴重なご意見を紹介します。

209号でも、たくさんの応募・ご意見をお待ちしております。209号でも、たくさんの応募・ご意見をお待ちしております。

ク

イ

ズ

応

募

者

か

ら

の

声

を

紹

介

最
近
、
ク
イ
ズ
に
答
え

る
方
が
増
え
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
大
変
い
い
こ
と

だ
と
思
う
。

国
会
・
県
議
会
も
そ
う

だ
が
、
特
に
市
議
会
は
私

た
ち
市
民
の
生
活
に
直
結

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
多

く
の
市
民
が
市
議
会
に
興

味
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
な
と
思
う
。

（
40
代　

男
性
）

ク
イ
ズ
の
答
え
を
探
す

た
め
に
そ
こ
を
重
点
的
に

読
み
、
結
局
全
部
読
ん
で

い
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し

み
で
す
。

（
60
代　

女
性
）

確
か
に
ク
イ
ズ
が
掲
載

さ
れ
て
か
ら
よ
く
見
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
、
分

か
り
や
す
い
で
す
。

（
70
代　

女
性
）

今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
「
学

校
統
合
化
」
の
こ
と
を
知
り
ま

し
た
！
驚
き
で
す
‼
学
校
中
心

の
地
域
活
動
や
、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
た
も
の
が
減
っ
て
い
く

こ
と
は
悲
し
い
で
す
。

以
前
と
す
る
と
、
私
の
地
域

で
も
行
事
等
が
減
っ
て
き
ま
し

た
。
私
に
は
88
歳
、
86
歳
の
祖

父
母
が
い
ま
す
が
、
昔
の
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
て
い
く
気
が
し
て

悲
し
い
で
す
。

（
30
代　

女
性
）

中
小
企
業
は
み
ん
な
苦
し
い

の
に
特
定
の
業
種
だ
け
支
援
す

る
の
は
ち
ょ
っ
と
不
公
平
。
税

金
か
ら
の
援
助
だ
か
ら
も
っ
と

考
え
て
。 

（
70
代　

女
性
）

ク
イ
ズ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
か
ら
、
じ
っ
く
り
読
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

学
校
統
廃
合
で
は
、
新
し
い

環
境
に
な
る
子
ど
も
や
保
護
者

の
不
安
や
心
配
事
に
寄
り
添
い

な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

（
20
代　

男
性
）
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作
成
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広
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聴
委
員
会

委

員

長　

白
石　

純
一

副
委
員
長　

濵
﨑　

國
治

委

員　

竹
之
内
和
満

〃

　

川
上　

洋
一

〃

　

濱
門　

明
典

〃

　

岩
﨑　

健
二

委
員
か
ら
一
言

初
め
て
訪
れ
た
県
で
３
自

治
体
の
議
員
さ
ん
や
ま
ち
づ

く
り
Ｎ
Ｐ
О
の
役
員
さ
ん
ら

と
懇
談
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

自
治
体
の
規
模
、
第
１
次

産
業
を
基
盤
産
業
と
す
る
点

な
ど
で
当
市
と
共
通
点
の
多

い
町
の
施
策
か
ら
、
特
に
現

地
で
見
聞
き
す
る
こ
と
で
学

ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
県
内

自
治
体
の
情
報
は
地
元
報
道

で
入
手
、
訪
問
も
し
や
す
い

が
、
他
県
で
頑
張
っ
て
い
る

小
規
模
自
治
体
の
事
例
に
接

す
る
こ
と
は
多
く
な
い
。

犬
が
歩
け
ば
棒
に
当
た
る

が
、
議
員
も
他
自
治
体
を
歩

け
ば
学
び
に
当
た
る
、
こ
と

を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
委
員　

白
石　

純
一
）

４日　本会議（提案説明・質疑）

９日　本会議（一般質問）

10日　本会議（一般質問）

11日　委員会

14日　委員会

21日　本会議（審査報告・表決）

※変更になる場合があります。

市議会は、市の予算や施策に

ついて話し合い、決定する大切

な場所です。ぜひ傍聴にお越し

ください。

来られない方は、市ホーム

ページ内、市議会ページの議会

中継、中継録画をご利用くださ

い。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

議会中継への二次元

コードはこちら　　→

中継録画への二次元

コードはこちら　→

学校の社会科見学やＰＴＡ、各種団体等の研修でも傍聴できます。

会議録は市役所・三笠支所・大川出張所・図書館で閲覧できます。

傍聴席は市役所４階です

12月定例会のお知らせ12月定例会のお知らせ

〈応募内容〉

①　クイズＱ１，２，３の答え 

②　議会だよりへの感想か市政へのご意見・ご要望

③　住所・氏名・性別・年齢・電話番号を記入頂き、右

記のいずれかの方法で応募下さい。

④　応募締切は12月11日です。（消印有効）

＊ご感想・ご意見・ご要望は誌面でご紹介させていた

だく場合があります。

〈応募方法〉

・ハガキ：〒８９９－１６９６
阿久根市鶴見町２００番地
阿久根市役所議会事務局宛

・ＦＡＸ：０９９６－７２－２０２９
・メール：gikai@city.akune.kagoshima.jp
〈応募資格〉

阿久根市民に限ります。
※　当選は、商品の発送をもってかえさせていた

だきます。

議会だよりの内容から出題されるクイズにチャレンジしてみませんか。答えはこの議会だよりの中に。
よく読んで答えを見つけてみよう！正解者の中から５名様に商品券（1,000円）を進呈します。

Ｑ１　一般会計補正予算では、市内全域に（　Ａ　）を敷設する事業、児童１人１台の（　Ｂ　）

配置、議会への（　Ｂ　）導入など、ＩＣＴ化関連予算を可決しました。

Ｑ２　議会の（　Ｃ　）委員会は、緊急的または重要な案件を特別に調査する目的で設置する委員

会です。

Ｑ３　一般質問は、市政全般に関して、行政側に現状や見通しなどを聞くもので、当市では各定例

会で（　Ｄ　）の議員に質問が許されています。

～前回（208）の答え～

Ａ：牛　Ｂ：鮮魚　Ｃ：阿久根　Ｄ：50

クイズ 議会だよりfrom


